








Composition of Proprietary Tissue Conditioners
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とエタノール濃度との和は表5となり，この
Caulk－Lynalを除いた5品目における主成分の
定量値と，それぞれ今回定量したエタノール濃度
の和は，混合による体積変化を考えるとほぼ100に
等しく，十分信頼性に足りるが，さらに精密な評
価を行なうためには比重を測定する必要があると
考えられる．
3）分析結果について
　（1）IRによる粉末の主成分の分析結果による
と，粉末は，図17，18，19，20，21に示したよう
にVisco－Ge1，　Fit－Softer，　Soft－Liner，　Denture
－Soft　II，Caulk－Lynal，　Tissue－Conditioner，　Coe
－Comfortは，いずれもPEMA（ポリエチルメタ
アクリレート）と同定できる．本稿ではPEMAの
スペクトルは省略した．実験1に用いた材料である
ティッシュコンディショナー7品目のうち，
Visco－Ge1，　Coe－Comfort，　Soft－Linerの3品目
については，1970年Braden，また賛川16｝，片倉，
川上等18・19）により，PEMAであることがすでに明
らかにされていることにより，この分析結果には
信頼性が右るといえる．また，今回の分析により，
この他の4品目についてもティッシュコンディ
ショナーの粉末の主成分は，PEMAであることが
分かった．
　また，PEMAがこれらティッシュコンディショ
ナーの粉末の主成分として用いらている理由とし
て考えられることは，賛川16）によると，PEMAが
口腔内温度で適度な粘弾性的性質を発揮するの
に，適度なガラス転移点（井本23），Nielsen24｝）を
有しているためではないか述べている．
　（2）IRによる液体の分析結果によると，Tissue
－ConditionerのスペクFルは，図23に示した
BBPのスペクトルと同じ事よりBBPと，また，
図25，26，27のVisco－Gel，　Fit－Softer，　Soft
－Liner，　Denture－Soft　II，　Caulk－Lynalの5品
は，図22に示しBPBGのスペクトルと同じことよ
りBPBGであることが同定できる．しかし，　Coe
－Comfortは，図28に示すようなスペクトルが得
られたが，純品としてBBが入手できなったため，
BB純品のスペクトルは不明であるが，
Braden25），賛川16），川上等ls・19｝によると，　BB（ベ
ソジルベソゾレート）と，他の成分ES（ステアリ
ン酸エステル）の配合が考えられる．今回実験に
用いた材料であるティッシュコンディショナー7
品目のうち，Visco－Gel，　Coe－Comfort，　Soft
－Linerの3品目については，それぞれ，　Visco－Gel
とSoft－LinerはBPBG，　Coe－ComfortはBBで
あることがすでに明らかであり16－’19・25｝，粉末ポリ
マーには，主としてアクリル系のポリメタクリル
酸エチルがもちいられているが，他に塩化ビニル
酢酸ビニル共重合体を使用しているとし2の，液の
成分は，BPBG，　BBP，　BBなどの，主としてフタ
ル酸エステル系の可塑材にエチルアルコールを添
加した混合物であると論じている18・19）．以上より，
今回の実験結果は，信頼できるものと思われる．
そこで，これらティッシュコンディショナーの液
体の主成分である，可塑材の違いによる性質の影
響については，賛川16｝によると，瞬間弾性，遅延弾
性，粘性流動いずれの歪みにも影響し，BPBGは
BBに比べ，いずれの歪みも小さい値を示し，また
経時的変化では，BPBGがBBに比べ弾性率，粘
性率とも大きな増加傾向を示した，と述べられて
いる．しかし，片倉等18・19）によると，市販液に多く
用いられている分子構造の類似したフタル酸エス
テル系の可塑材はいずれも，ティッシュコンディ
ショナーの粘弾性的性質には，著しい変化を与え
ないと述べられている．また，片倉等18・19）による
と，これら可塑材による市販ティッシュコンディ
ショナーの性質への著しい影響は無いと述べてお
り，これらより可塑材のみによる違いは，一概に
は，現われないのではないかと思われる．
　（2）主成分の定量については，表3のHPLCに
よる分析結果よりVisco－Ge1が最も多く94．62％
ついで，Fit－Softerが92．99％，　Denture－Soft　IIは
88．70％，Soft－Linerは86．73％，ついでTissue
－Conditionerは85．67％，　Caulk－Lynalは67．93％
で最も少なかった．ティッシュコンディショナー
のこれら可塑材の量が多いほど瞬間性，遅延弾性，
粘性流動のいずれの歪みも大きくなった16｝．しか
し，歪みの経時的変化にはほとんど影響を及ぼさ
なかったと述べている．
　（3｝エタノールの定量については，表4のGC
による結果よりSoft－Linerが最も多く15．71％，
次いでTissue－Conditionerが13．94％，　Denture
－Soft　IIは12．51％，　Fit－Softerは8．60％，　Visco
－Gelは7．16％ついで，　Coe－Comfortが6．58％で，
Caulk－Lynalが0．49％で，最も少なかった．
　今回実験に用いたティッシュコンディショナー
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7品目のうち，Visco－Gel，　Coe－Comfort，　Soft
－Linerの3品目については，片倉，川上等ls・19）の
文献により，それぞれ，Soft－Linerは13％，　Visco
－Ge1は8％，　Coe－Comfortは6％，であることが
すでに明らかであることより，十分信頼性に足り
ると思われる．
　ティッシュコンディショナーの液にエタノール
を混入する理由として，可塑材のエステルは分子
量が大きいため，可塑材単体だけでは高分子粒子
への浸透が遅いので，それを速くするためだと説
明している25）．そして，エタノール混入量は粒子の
分子量，粘度によって決まるが，エタノールは患
者に不快感を与え，また，揮発によって硬化を招
くので混入量はできるだけ少ない方がよいとして
いる．しかし，佐藤21｝は，エタノールは初期におい
ては促進材として働き，膨張平衡状態においては
可塑材として作用すると述べ，エタノールの混入
は機能印象の目的には好都合なものとしている．
これらの見解は，混和直後の液の浸透を促進する
という点では両者とも同じ立場であるが，エタ
ノール混入に対する意見は異なっている．した
がって，単に補助的な役割で混入すべきものでは
なく，一概に少ない方が良いとは言えないといえ
る．しかし，賛川16）の実験によると，8時間以降の
粘弾性的性質の経時的変化は，主にエタノールの
揮発によることを示唆し，本材料にとって，混和
後数日間の粘弾性的性質の経時的変化が機能的に
重要である事を考えると，液に含まれるエタノー
ル量は注意すべき重要な組織因子と考えられると
報告している．また，ティッシュコンディショナー
の粘弾性的性質の経時的変化は，餅状化の進行，
および液に含まれている沸点の低いアルコールの
蒸発に伴う変化であり，Coe－Comfortの粘弾性的
性質の経時変化が，他の材料よりも小さいのは，
アルコール含有量が少ないためであろうとし2の，
また，ティッシュコンディショナーの液に含まれ
るエチルアルコールは，ティッシュコンァィショ
ナーのゲル化時間に関係するものであり，無添加
の場合は通常の臨床操作時間内ではほとんどゲル
化せず，またアルコールの添加量が材料によって
それぞれ異なっているのは，粉末と可塑剤の親和
性，粉末ポリマーの分子量と粘度などに関係する
ためであろう18）と報告している．これらの考えよ
り，エタノール量は，テaッシュコンディショナー
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の硬化に関与していることには間違いないとおも
われる．また，エタノール単体の消毒効果につい
ては明らかであることより，エタノール濃度の含
有量が多いことは，ティシュッコンディショナー
の消毒効果に関連しているのではないかと考えら
れる．しかし，ティッシュコンディショナーに含
まれているエタノールのうち，何％が硬化に関与
し，何％が揮発しているのかは明確でなく，この
揮発量により口腔内における消毒効果の有無が考
えられることより，今後検討したい点の一つであ
る．
　（4）各品目の主成分定量値と，エタノール濃度
の和を（表5）に示す．
Soft－Linerは102．44％，ついでVisco－Gelは
101．78％，Fit－Softerは101．59％，　Denture－Soft
IIは101．21％，　Tissue－Conditionerは99．61％，つ
いでCaulk－Lynalは68．42％である．　Coe－Com・
fortは純品が入手できなかったため測定できな
かった．
　Caulk－Lynalについては，主成分であるBPBG
濃度及びエタノール濃度を加えた値が約68％と低
い値を示したことより他の成分の配合が考えられ
るが，今回は分析できなかった．
　Coe－Comfortには抗菌作用を，ウソデシリン酸
に求めていることがわかっており7），Fit－Softer
には，抗炎作用の有るアズレンと，エリスロシン
が添加されていると報告されている28）．また，市販
されてはいないが，ティッシュコンディショナー
の改良品としてTC－8がある22｝．これは，汚れの
程度に応じて，酸性化すると変化するカラータイ
マーとしてアズレンと，エリスロシソの2種類を
混入することにより表面上の汚れというより，む
しろ物性の汚染状況をキャッチするとともに，抗
炎作用を有するということで，消炎の効果を期待
している．
　これら抗菌剤や，抗炎作用のある薬剤の添加理
由として，ティッシュコンディショナーは物性が
変化しやすく，清掃が困難であり汚れやすいこと
ため，真菌が組織調整材の内部に侵入しているこ
とも確認されているためと言われているが，これ
は，ティッシュコンディショナーの成分そのもの
に対しての対策であり，ロ腔粘膜の炎症など，そ
のものに対する対策ではない．
　そこで，今後当教室では，消炎，あるいは抗菌
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作用のあるティッシュコンディショナーの開発に
取り組む所存である．
結 論
　市販ティッシュコンディショナーの組成を，
IR，　HPLC，　GCにより，分析，定量した結果，以
下の結論を得た．
　（1）ティッシュコンディショナーの粉末の主成
分は，Visco－Gel，　Fit－Softer，　Soft－Liner，　Dentur・
e－Soft　II，　Caulk－Lynal，　Tissue－Conditioner，
Coe－Comfortは，いずれもPEMA（ポリエチルメ
タァクリレート）と同定できる．
　（2）液体分析結果については，Tissue－Condi－
tionerはBBP，　Visco－Ge1，　Fit－Softer，　Soft
－Liner，　Denture－Soft　II，　Caulk－Lynal，の5品
は，BPBGであることが同定できる．　Coe－Com－
fortは，　BB（ベンジルベンゾレート）と，他の成
分（ステアリソ酸エステル）の配合が考えられる．
　（3）エタノール濃度は，Soft－Linerが最も多く
15．71％，次いでTissue－Conditionerが13．94％，
Denture－Soft　IIは12．51％，　Fit－Softerは8．60％，
Visco－Ge1は7．16％ついで，　Coe－Comfortが
6．58％で，Caulk－Lynalが0．49％で，最も少な
かった．
　（4）各品目の主成分定量値と，エタノール濃度
の和は，Soft－Linerは102．44％，っいでVisco
－Gelは101．78％，　Fit－Softerは101．59％，　Denture
－Soft　IIは101．21％，　Tissue－Conditionerは
99．61％で，っいでCaulk－Lynalは68．42％であ
り，Coe－Comfortは純品が入手できなかったため
測定できなかった．
　以上の結論は，市販ティッシュコンディショ
ナーを臨床に於いて有効に応用する時の貴重な目
安となり，また今後，新しいタイプのティッシュ
コンディショナーを開発するための有益な示唆を
与えるものである．
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